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市
民
と
図
書
館
の
協
働
に
関
す
る
実
践
事
例
報
告

	
	

（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度
生
成
過
程
に
お
け
る
諸
課
題
と
対
話
に
注
目
し
て
）

田
中	
梨
枝
子

は
じ
め
に

博
物
館
や
図
書
館
に
お
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
、
生
涯
学
習
の
一
環
と
し
て
日
本
各

地
で
展
開
さ
れ
て
お
り
特
に
珍
し
い
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
活
動
を
支
え
る
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
は
地
域
資
源
の
活
用
や
人
材
育
成
な
ど
の
面
で
十
分
と
は
言
え
ず
、
む

し
ろ
様
々
な
問
題
を
抱
え
て
い
る
。
本
研
究
は
、
図
書
館
や
博
物
館
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
、
社

会
教
育
施
設
に
お
け
る
地
域
連
携
の
包
摂
的
な
学
び
の
場
の
形
成
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
る
。
本
校
で
は
、
そ
の
研
究
対
象
の
一
つ
で
あ
る
図
書
館
に
お
け
る
市
民

活
動
の
場
形
成
に
関
す
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
事
例
を
報
告
す
る
。

調
査
対
象
と
な
る
の
は
中
核
市
で
あ
る
兵
庫
県
明
石
市
の
公
共
図
書
館
で
あ
る
、
明
石
市

立
図
書
館
の
「
市
民
に
よ
る
夢
の
図
書
館
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
あ
る
。
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は

公
共
図
書
館
の
司
書
、
市
民
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
の
三
者
で
図
書
館
の
目
指
す
べ
き
方
向

性
に
つ
い
て
、
意
見
を
交
わ
し
、
市
民
の
自
主
的
な
活
動
の
機
会
を
図
書
館
に
作
り
出
す
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
従
来
の
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
は
異
な
る
、
現
代
の

生
涯
学
習
社
会
に
適
応
し
た
制
度
構
築
に
向
け
た
実
証
実
践
を
つ
づ
け
て
い
る
。
著
者
は
本

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
立
ち
上
げ
前
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度
の
構
想
段
階
で
あ
る
二
〇
一
六
年
よ

り
企
画
・
運
営
に
携
わ
り
、
現
在
も
経
過
を
調
査
中
で
あ
る
（1）
。

本
校
で
は
、
ま
ず
明
石
市
立
図
書
館
と
市
民
と
の
関
わ
り
を
軸
と
し
た
、
図
書
館
設
立
の

歴
史
を
概
観
す
る
。
次
に
「
市
民
に
よ
る
夢
の
図
書
館
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
立
ち
上
げ
経
緯

と
、
運
営
方
針
に
つ
い
て
ま
と
め
る
。
そ
の
上
で
、
試
走
を
開
始
し
た
二
〇
一
七
年
七
月
か

ら
現
在
に
至
る
ま
で
の
活
動
経
歴
を
報
告
し
、
そ
の
中
で
図
書
館
に
お
け
る
市
民
活
動
と
変

化
と
、
実
践
者
で
あ
る
市
民
と
図
書
館
の
関
係
の
変
化
に
注
目
し
、
二
〇
一
九
年
三
月
末
時

点
の
経
過
観
察
を
報
告
す
る
。

一
、
明
石
市
立
図
書
館
の
歩
み

（
一
）
明
石
市
に
お
け
る
図
書
館
の
歩
み

明
石
市
立
図
書
館
（
以
下
市
立
図
書
館
）
（2）
は
一
九
七
四
年
一
一
月
に
開
館
、
そ
の
後
二
〇
一
七

年
に
新
館
に
移
転
し
、
名
称
を
「
あ
か
し
市
民
図
書
館
（
以
下
市
民
図
書
館
）」
に
改
め
、
現
在
も

明
石
駅
前
で
運
営
を
続
け
る
明
石
市
の
公
共
図
書
館
で
あ
る
。
明
石
市
域
東
部
に
位
置
す
る

市
民
図
書
館
と
、
市
域
西
部
に
位
置
す
る
明
石
市
立
西
部
図
書
館
（
以
下
西
部
図
書
館
）、
移
動
図

書
館
２
台
１
を
有
し
、
市
内
に
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
し
て
い
る
。

は
じ
め
に
、
明
石
市
に
図
書
館
が
建
設
さ
れ
る
ま
で
の
歴
史
を
戦
後
か
ら
辿
る
。
ま
ず

一
九
四
七
年
に
篤
志
家
が
戦
災
で
焼
け
残
っ
た
蔵
書
六
十
冊
を
寄
贈
し
た
こ
と
か
ら
、
市
役
所

社
会
課
に
市
民
文
庫
が
設
置
さ
れ
る
。
一
九
五
一
年
に
は
市
民
文
庫
を
市
立
中
崎
公
会
堂
（
明

石
市
中
崎
町
）
に
移
し
て
市
民
に
公
開
す
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
後
、
一
九
六
〇
年
市
立
公
民
館

（
相
生
町
二
丁
目
）の
開
設
に
伴
い
市
民
文
庫
は
同
館
に
移
設
さ
れ
た
。
一
九
六
一
年
に
巡
回
文
庫

を
創
設
し
、
翌
年
内
外
書
架
式
移
動
公
民
館
車
「
あ
か
し
号
」
を
購
入
し
て
巡
回
文
庫
を
拡

充
し
て
い
る
。
戦
後
か
ら
一
九
六
〇
年
代
に
か
け
て
は
市
民
文
庫
を
中
心
と
し
て
、
東
西
に

長
い
市
域
に
巡
回
文
庫
を
走
ら
せ
る
こ
と
で
市
民
に
本
届
け
る
こ
と
で
本
と
市
民
を
つ
な
い

で
き
た
。
公
民
館
は
で
き
た
も
の
の
本
格
的
な
図
書
館
を
持
た
な
い
明
石
市
で
、
一
九
七
〇

年
代
に
入
る
と
、『
中
小
レ
ポ
ー
ト
』
や
『
市
民
の
図
書
館
』
の
影
響
に
よ
る
全
国
的
な
市

民
に
よ
る
図
書
館
要
望
活
動
（3）
の
高
ま
り
と
時
を
同
じ
く
し
て
、
明
石
市
に
も
市
民
の
た
め

の
図
書
館
設
立
へ
の
機
運
が
高
ま
る
。
市
民
の
要
望
を
受
け
、
一
九
七
三
年
市
立
図
書
館
開

設
準
備
室
を
設
置
、
県
立
明
石
公
園
内
に
市
立
図
書
館
の
建
設
工
事
が
着
工
、
一
九
七
四
年

十
月
一
日
兵
庫
県
立
図
書
館
と
同
時
に
開
館
し
、
市
内
に
初
め
て
の
公
共
図
書
館
が
誕
生
す

る
。
図
書
館
開
館
後
も
稼
働
し
て
い
た
巡
回
文
庫
は
、
一
九
八
一
年
に
巡
回
自
動
車
「
あ
か

し
号
」
を
大
型
移
動
図
書
館
車
に
更
新
、
名
称
を
一
般
公
募
し
「
ひ
ま
わ
り
号
」
に
改
め
た
。

開
館
か
ら
十
二
年
後
、
一
九
八
六
年
六
月
よ
り
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
る
業
務
が
開
始
さ
れ
る
。

一
九
九
九
年
一
一
月
一
一
日
、
市
西
部
地
域
に
お
け
る
市
民
の
芸
術
文
化
活
動
の
振
興
と
生

涯
学
習
活
動
を
支
え
る
拠
点
と
し
て
明
石
市
立
西
部
市
民
会
館
と
の
複
合
施
設
で
あ
る
明
石

市
立
西
部
図
書
館
が
開
館
し
、
現
在
の
図
書
館
と
同
じ
体
制
と
な
る
。
二
〇
〇
二
年
に
は
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
広
く
情
報
を
公
開
す
る
よ
う
に
な
る
。
二
〇
一
五
年
一
〇
月
に
は
電

子
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
て
い
る
。

運
営
面
で
は
、
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
と
変
更
が
あ
っ
た
。
二
〇
〇
五
年
、
指
定
管
理

者
制
度
導
入
に
向
け
て
図
書
館
条
例
を
改
正
、
二
〇
〇
六
年
に
指
定
管
理
者
に
よ
る
運
営
開

始
し
た
。
二
〇
一
五
年
、
新
指
定
管
理
者
に
よ
る
運
営
を
開
始
し
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

そ
し
て
、
四
二
年
間
に
渡
り
明
石
公
園
で
運
営
を
続
け
た
図
書
館
は
、
二
〇
一
六
年
十
一
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二
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度
の
見
直
し
と
新
制
度
へ
の
移
行

（
一
）
市
立
図
書
館
と
市
民
図
書
館
と
の
体
制
比
較

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
組
織
運
営
は
、
市
立
図
書
館
の
体
制
を
継
続
す
る
形
で
新
館
移
転

を
む
か
え
た
。
市
立
図
書
館
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
各
グ
ル
ー
プ
に
運
営
が
委
ね
ら
れ

て
お
り
、
図
書
館
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
の
間
で
協
定
が
結
ば
れ
る
こ
と
も
な
く
、
ま

た
、
活
動
の
基
本
方
針
も
設
け
ら
れ
て
は
い
な
か
っ
た
。
い
わ
ば
暗
黙
の
ル
ー
ル
の
も
と
慣

例
的
な
活
動
が
継
続
さ
れ
て
い
た
と
い
え
る
。
つ
ま
り
、
一
部
の
市
民
に
の
み
開
か
れ
た
場

で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
市
民
図
書
館
へ
の
移
転
を
機
に
、
図
書
館
の
ス
タ
ッ
フ
が
市
民
と
関

わ
り
を
持
ち
、
広
く
市
民
の
活
動
を
受
け
止
め
る
た
め
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度
見
直
し
の
検

討
が
始
ま
っ
た
。
制
度
を
新
た
に
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
次
の
三
点
を
考
慮
し
た
。

ま
ず
、
生
涯
学
習
の
場
を
図
書
館
内
外
で
広
く
展
開
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
よ
う
な
制

度
を
考
え
た
。
駅
前
へ
の
移
転
に
よ
り
図
書
館
の
運
営
規
模
が
大
幅
に
拡
充
、
そ
れ
に
伴
い

利
用
者
も
増
加
し
た
。
ま
た
駅
前
と
い
う
立
地
の
利
便
性
か
ら
も
、
新
し
い
図
書
館
で
活
動

は
市
民
に
と
っ
て
も
魅
力
的
で
あ
る
こ
と
は
予
想
さ
れ
た
。
こ
の
た
め
当
然
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
の
範
囲
や
人
数
の
拡
大
が
期
待
さ
れ
る
。

次
に
、
図
書
館
司
書
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
働
性
を
意
識
し
た
。
そ
の
た
め
に
互
い
の
役

割
の
可
視
化
を
目
指
し
た
。
こ
れ
ま
で
図
書
館
に
お
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
と
司
書

は
付
か
ず
離
れ
ず
の
関
係
で
あ
っ
た
。
無
論
立
ち
上
げ
当
時
は
情
熱
を
持
っ
て
市
民
が
活
動

し
て
い
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
司
書
も
賛
同
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、

活
動
を
継
続
す
る
中
で
の
マ
ン
ネ
リ
化
や
、
図
書
館
の
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
、
人
員
の

交
代
な
ど
、
時
の
流
れ
と
と
も
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
司
書
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
不

足
し
て
い
っ
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。
新
館
へ
の
移
転
は
こ
の
離
れ
た
関
係
性
を
見
直
す
の

好
機
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
両
者
に
と
っ
て
円
滑
な
活
動
環
境
を
整
え
る
に
は
、
ま
ず
は

司
書
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
互
い
に
そ
の
役
割
を
理
解
し
、
目
的
を
共
有
し
活
動
す
る
環
境
の

整
備
の
必
要
が
あ
っ
た
。

そ
し
て
最
後
は
地
域
へ
の
還
元
を
め
ざ
す
こ
と
、
す
な
わ
ち
明
石
市
の
施
策
に
あ
る
「
本

の
ま
ち
明
石
（6）
」
へ
の
貢
献
で
あ
る
。
市
民
図
書
館
が
入
居
す
る
駅
前
再
開
発
ビ
ル
は
、
公

共
機
関
、
飲
食
店
、
書
店
、
病
院
、
理
容
室
、
子
育
て
支
援
施
設
な
ど
が
入
居
す
る
複
合
施

設
で
あ
る
。「
本
の
ま
ち
明
石
」
の
中
心
的
役
割
を
担
う
施
設
で
あ
る
図
書
館
で
、
多
様
な
市

民
が
活
動
し
交
流
す
る
仕
組
み
を
作
る
こ
と
も
急
務
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
生
涯

学
習
社
会
に
お
け
る
貢
献
事
業
の
拡
大
、
こ
れ
ま
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
と
の
関
係
性
に

月
に
閉
館
。
翌
年
二
〇
一
七
年
一
月
二
七
日
に
明
石
駅
前
再
開
発
事
業
で
新
設
さ
れ
た
明
石

駅
前
再
開
発
ビ
ル
内
に
市
民
図
書
館
が
開
館
、
現
在
に
至
る
。

（
二
）
図
書
館
に
お
け
る
市
民
活
動
の
歩
み

本
章
で
は
、
市
立
図
書
館
図
書
館
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
の
活
動
の
記
録
と
、
市
民

図
書
館
に
お
け
る
新
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度
の
成
り
立
ち
に
つ
い
て
述
べ
る
。
ま
ず
、
市
立
図

書
館
史
に
記
録
（4）
さ
れ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
に
つ
い
て
概
観
す
る
。
始
ま
り
は
一
九
七
四

年
の
市
立
図
書
館
開
館
の
翌
年
、
一
九
七
五
年
に
「
お
は
な
し
の
会
グ
ル
ー
プ
」
が
結
成
さ

れ
る
。
こ
の
会
が
、
金
子
（1992

）
が
示
す
よ
う
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
自
覚
し
活
動
し
て
い
た

か
ど
う
か
は
確
認
で
き
な
い
（5）
。
し
か
し
市
民
や
近
隣
市
町
村
在
住
の
メ
ン
バ
ー
が
自
主
的
に

集
ま
り
、
勉
強
会
を
開
き
、
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど
を
図
書
館
来
館
者
に
対
し
て
行
う
活

動
を
継
続
し
て
き
た
。
同
会
は
現
在
「
明
石
市
立
図
書
館
お
は
な
し
の
会
」
と
し
て
図
書
館

内
で
定
期
的
な
活
動
継
続
中
で
あ
る
。
ま
た
、
一
九
八
四
年
図
書
館
ニ
ュ
ー
ス
の
録
音
テ
ー

プ
化
開
始
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
「
音
の
さ
ん
ぽ
道
」
が
あ
る
。
同
団
体
は
二
〇
一
七
年
に

駅
前
に
移
転
す
る
ま
で
、
図
書
館
内
を
活
動
の
場
と
し
て
録
音
テ
ー
プ
作
成
を
続
け
た
。
そ

の
他
記
録
に
な
い
グ
ル
ー
プ
も
実
際
に
は
多
く
あ
り
、
図
書
館
で
様
々
な
団
体
が
活
動
を
展

開
し
て
き
た
。

こ
こ
ま
で
、
図
書
館
内
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
記
録
を
辿
っ
た
が
、
運
営
面
に
お
い

て
、
図
書
館
が
主
体
的
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
の
一
体
的
な
運
用
を
し
た
と
い
う
記
録
は
な

く
、
あ
く
ま
で
個
々
の
グ
ル
ー
プ
が
図
書
館
で
活
動
を
行
っ
て
い
た
に
す
ぎ
な
い
。
と
は
い

え
、
市
民
が
自
ら
要
望
し
、
設
立
し
た
経
緯
か
ら
考
え
る
と
、
他
の
社
会
教
育
施
設
と
比
べ
、

図
書
館
に
寄
せ
る
期
待
は
大
き
く
、
そ
れ
故
に
図
書
館
で
の
活
動
意
欲
が
大
い
に
あ
っ
た
と

推
察
さ
れ
る
。
一
九
九
九
年
に
開
館
し
た
西
部
図
書
館
に
お
い
て
は
、
市
域
西
部
で
活
動
す

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
が
活
動
を
展
開
す
る
が
、
市
立
図
書
館
と
同
様
、
組
織
だ
っ
た

運
営
の
動
向
は
な
か
っ
た
。
二
〇
一
六
年
の
市
立
図
書
館
閉
館
後
は
、
同
館
を
活
動
の
場
と

し
て
グ
ル
ー
プ
及
び
個
人
は
活
動
を
休
止
し
た
。
例
外
と
し
て
建
物
敷
地
内
花
壇
の
美
化
な

ど
市
立
図
書
館
の
施
設
整
備
に
関
わ
る
活
動
は
続
け
ら
れ
た
。
そ
し
て
新
館
移
転
後
、
新
た

な
場
所
で
の
活
動
が
可
能
な
グ
ル
ー
プ
の
み
市
民
図
書
館
で
活
動
を
再
開
し
た
。
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補
助
や
代
行
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
、
市
民
の
自
己
実
現
と
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
に
よ
る
地

域
の
課
題
解
決
に
向
け
た
学
び
の
場
を
展
開
す
る
人
々
、
こ
れ
を
自
立
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
位
置
付
け
た
。「
自
立
」
に
こ
だ
わ
っ
た
の
は
、
自
己
解
決
型
の
学
び
あ
い
の
場
を
作
ろ

う
と
い
う
目
的
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
目
的
を
実
現
す
る
た
め
の
障
壁
が
い
く
つ
か
あ
っ
た
。

ま
ず
図
書
館
の
運
営
は
合
理
化
と
効
率
化
が
優
先
、
そ
し
て
窓
口
業
務
中
心
で
あ
り
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
の
人
材
が
十
分
配
置
で
き
な
い
。
そ
こ
で
、
運
用
の

基
礎
は
共
に
つ
く
る
が
、
運
用
を
継
続
す
る
に
は
市
民
の
力
を
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
と
考
え

た
。
そ
れ
は
す
な
わ
ち
、
市
民
と
の
協
働
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度
を
整

え
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
た
。

ま
た
一
方
で
、
指
定
管
理
者
変
更
に
よ
る
市
民
活
動
の
継
続
を
阻
止
す
る
の
で
は
な
い
か

と
危
惧
も
あ
っ
た
。
指
定
管
理
者
制
度
が
続
く
限
り
は
、
運
営
者
の
変
更
は
起
き
得
る
。
そ

の
場
合
、
図
書
館
組
織
の
中
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
位
置
づ
け
る
と
、
運
営
者
が
変
わ
る
度
に
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
運
営
方
針
の
が
揺
ら
い
だ
り
変
更
さ
れ
る
不
安
が
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、
こ
の
度
の
新
制
度
作
り
に
お
い
て
は
、
図
書
館
組
織
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
を
分
け
て

考
え
る
こ
と
と
し
、
運
営
者
の
変
更
が
あ
っ
た
場
合
に
も
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
内
で
自
立

し
て
活
動
で
き
る
運
用
方
法
を
模
索
し
た
。
無
論
運
営
者
が
変
わ
る
度
に
、
両
者
の
対
話
は

必
要
不
可
欠
で
あ
る
が
、「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
は
対
話
を
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
間
柄
で
あ

る
」、
と
い
う
関
係
性
を
根
付
か
せ
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
検
討
の
結
果
、
市
民
が
図
書
館
業
務
を
補
完
す
る
の
で
は
な
く
、
最
終
的

に
は
図
書
館
と
対
等
な
組
織
と
し
て
協
定
を
結
ぶ
と
い
う
原
案
が
完
成
し
た
。

新
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度
は
、
原
案
の
作
成
段
階
か
ら
、「
市
民
と
の
対
話
」
と
い
う
活
動
に

重
き
を
置
い
た
プ
ラ
ン
で
あ
っ
た
。
博
物
館
や
図
書
館
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
は
年
に
一
度

の
総
会
を
も
っ
て
活
動
報
告
を
行
い
、
あ
と
は
年
間
を
通
じ
て
各
グ
ル
ー
プ
又
は
個
人
に
活

動
を
任
せ
る
ケ
ー
ス
は
よ
く
見
受
け
ら
れ
る
。
し
か
し
、
本
制
度
は
、
ま
た
充
分
な
対
話
と

信
頼
関
係
を
築
く
こ
と
に
重
点
を
置
き
、
そ
の
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
を
多
く

設
け
る
こ
と
を
目
指
し
た
。
そ
こ
で
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（13）
の
開
催
を
検
討
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
登
録
を
希
望
す
る
市
民
に
は
、
最
初
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
以
下
W
S
）
へ
の
参
加

を
必
須
と
す
る
ル
ー
ル
を
設
け
た
。
W
S
に
お
い
て
は
図
書
館
が
目
指
す
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

あ
り
方
や
、
登
録
の
方
法
、
活
動
に
関
す
る
基
本
的
な
取
り
決
め
事
項
を
共
有
す
る
計
画
で

あ
っ
た
。
そ
こ
で
も
、
次
な
る
課
題
が
生
じ
る
、
適
任
な
人
材
に
つ
い
て
で
あ
る
。
計
画
段

階
で
「
対
話
」
を
大
切
に
、
と
は
言
っ
た
も
の
の
、
こ
の
時
点
で
市
民
と
の
合
意
形
成
に
つ

関
す
る
問
題
点
、
明
石
市
の
新
た
な
取
り
組
み
へ
の
参
画
と
い
う
課
題
に
対
し
て
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
組
織
の
見
直
し
を
図
る
こ
と
と
な
っ
た
。
事
項
で
は
そ
の
計
画
の
骨
子
に
つ
い
て
報

告
す
る
。

（
二
）
新
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度
の
始
動

図
書
館
で
は
新
館
移
転
前
の
二
〇
一
六
年
春
よ
り
、
新
制
度
の
構
想
を
開
始
し
た
。
制
度

の
検
討
に
は
、
館
長
、
館
長
代
理
、
総
務
統
括
、
企
画
・
広
報
担
当
の
四
名
が
主
に
携
わ
っ

た
。
企
画
広
報
担
当
者
で
あ
っ
た
著
者
と
総
務
統
括
は
、
博
物
館
や
公
民
館
で
の
職
務
経
験

を
も
つ
。
担
当
者
が
こ
れ
ま
で
の
職
務
で
得
た
知
見
と
、
博
物
館
や
公
民
館
、
図
書
館
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
運
営
の
現
状
を
ふ
ま
え
新
制
度
の
あ
り
方
に
つ
い
て
意
見
を
交
わ
し
た
。
そ
の

結
果
、
市
民
の
好
意
に
頼
る
形
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
は
な
く
、
生
涯
学
習
社
会
に
お

い
て
市
民
が
自
発
的
な
活
動
を
展
開
で
き
る
場
を
図
書
館
に
作
る
こ
と
が
話
題
の
中
心
と
な

っ
た
。
そ
し
て
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
は
な
く
パ
ー
ト
ナ
ー
の
よ
う
な
関
係
の
組
織
運
営

を
目
指
す
こ
と
を
決
め
た
。
項
目
に
し
て
あ
げ
る
と
次
の
よ
う
な
こ
と
の
実
現
を
目
指
し
た
。

①　

個
人
の
自
己
実
現
と
多
様
な
人
々
と
の
交
流
が
あ
り
、
継
続
し
た
学
び
が
可
能
な
（7）

広
場
的
図
書
館

②　

シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
（8）
に
基
づ
く
、
地
域
課
題
解
決
に
向
け
た
活
動
展
開

③　

市
民
と
図
書
館
に
よ
る
協
働
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
り
新
た
な
図
書
館
像
を
模
索
す

る

指
定
管
理
者
制
度
が
導
入
さ
れ
て
以
降
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
前
の
記
録
か
ら
も
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
と
図
書
館
で
同
意
書
や
活
動
方
針
の
合
意
が
図
ら
れ
た
形
跡
が
見
当
た
ら

な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
ま
ず
は
図
書
館
が
市
民
の
活
動
を
理
解
し
、
活
動
の
場
を
提
供
す
る

仕
組
み
を
考
え
た
。
そ
の
際
に
は
、
武
蔵
野
プ
レ
イ
ス
（9）
や
伊
丹
市
立
図
書
館
の
事
例
（10）
、
マ

イ
ク
ロ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
（11）
な
ど
の
取
り
組
み
を
参
照
し
た
。
ま
た
具
体
的
な
組
織
運
営
方
式

に
つ
い
て
は
、
市
民
の
自
主
的
活
動
支
援
に
長
年
の
経
験
が
あ
る
博
物
館
の
実
践
の
中
で
も

特
に
琵
琶
湖
博
物
館
の
「
は
し
か
け
制
度
（12）
」
な
ど
の
組
織
編
成
や
協
定
項
目
を
参
考
に
し

た
。
以
上
の
よ
う
な
先
行
事
例
を
も
と
に
、
市
民
図
書
館
に
ふ
さ
わ
し
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制

度
を
模
索
し
た
。

次
に
自
立
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
は
何
か
に
つ
い
て
認
識
を
共
有
し
た
。
図
書
館
の
職
務
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た
い
内
容
の
企
画
実
践
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
同
士
が
参
加
す
る
形
で
試
験
的
に
行
っ
た
。

同
年
一
一
月
、
第
二
回
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
W
S
を
開
催
。
こ
こ
で
各
チ
ー
ム
の
実
践
の
振
り

返
り
と
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
紹
介
と
問
題
点
や
解
決
策
に
関
す
る
話
し
合
っ
た
。
そ
の
後
さ
ら

い
て
ノ
ウ
ハ
ウ
を
図
書
館
の
中
で
誰
も
は
持
っ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
外
部
フ
ァ
シ
リ

テ
ー
タ
ー
の
導
入
を
検
討
し
た
。
外
部
か
ら
招
き
入
れ
よ
う
と
し
た
の
は
、
次
の
よ
う
な
理

由
か
ら
で
あ
る
。
W
S
は
多
様
な
意
見
を
受
容
す
る
場
で
あ
り
、
意
見
を
交
わ
す
プ
ロ
セ
ス

を
経
て
合
意
形
成
を
行
う
。
例
え
ば
こ
の
プ
ロ
セ
ス
を
図
書
館
司
書
が
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
ト
し
、

図
書
館
と
市
民
の
二
者
で
行
っ
た
と
す
る
。
そ
の
結
果
、
予
想
さ
れ
る
の
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
図
書
館
の
二
者
対
立
構
造
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
互
い
の
意
見
に
つ
い
て
折
合
い
を
つ
け
る

た
め
に
も
、
第
三
者
の
視
点
か
ら
意
見
を
拾
い
上
げ
、
情
報
を
整
理
す
る
役
割
を
フ
ァ
シ
リ

テ
ー
タ
ー
に
頼
る
こ
と
と
し
た
（14）
。

（
三
）
立
ち
上
げ
ま
で
の
流
れ
と
、
始
動
後
の
活
動
歴　

本
節
で
述
べ
る
活
動
歴
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度
の
立
ち
上
げ
と
実
践
に
関
わ
る
内
容
に
絞

っ
て
説
明
す
る
。
し
た
が
っ
て
個
々
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
の
活
動
歴
に
つ
い
て
は
割

愛
し
て
い
る
。

二
〇
一
六
年
、
春
よ
り
新
体
制
の
計
画
準
備
を
開
始
。
登
録
制
度
や
協
定
書
な
ど
の
他
館

事
例
な
ど
を
元
に
原
案
を
作
成
。
市
立
図
書
館
の
閉
館
を
控
え
た
同
年
秋
頃
よ
り
、
館
内
で

活
動
す
る
各
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
と
新
館
移
転
後
の
活
動
に
つ
い
て
の
調
整
を
行
う
。

二
〇
一
六
年
一
一
月
市
立
図
書
館
は
移
転
の
た
め
に
閉
館
。
こ
れ
に
伴
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
も
一
旦
中
止
。
二
〇
一
七
年
一
月
新
館
が
開
館
、
開
館
当
初
の
混
雑
回
避
の
た
め
イ
ベ
ン

ト
や
行
事
は
行
わ
ず
、
従
っ
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
も
活
動
を
見
合
わ
せ
る
。
三
月
よ

り
図
書
館
定
例
行
事
を
再
開
、
こ
れ
に
伴
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
も
活
動
を
開
始
し
た
。

そ
し
て
同
年
五
月
、
広
報
あ
か
し
に
市
民
図
書
館
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
の
記
事
を
掲
載
、

五
月
三
日
よ
り
受
付
開
始
（15）
。
対
象
は
「
図
書
館
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
た
い
人
」、
定
員
な

し
の
募
集
で
、
最
終
的
に
二
十
五
名
の
申
し
込
み
が
あ
っ
た
。
既
に
市
民
図
書
館
で
活
動
を
は

じ
め
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
に
も
声
を
か
け
、
W
S
に
先
立
っ
て
六
月
四
日
に
説

明
会
を
実
施
し
、
趣
旨
や
登
録
方
法
な
ど
の
説
明
を
行
っ
た
上
で
七
月
九
日
に
第
一
回
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
W
S
を
開
催
し
た
。（
資
料
一
〜
三
）
こ
こ
で
初
め
て
、
申
し
込
み
を
し
た
市
民
、
既

に
館
内
で
活
動
し
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
の
代
表
者
、
図
書
館
長
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
担
当
司
書
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
が
一
堂
に
会
し
た
。
W
S
で
は
、
市
民
図
書
館
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
の
骨
子
に
つ
い
て
の
説
明
と
、
そ
し
て
図
書
館
に
お
け
る
活
動
内
容
に
つ
い

て
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
主
導
で
行
っ
た
。
活
動
タ
イ
プ
別
に
チ
ー
ム
分

け
を
行
い
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
本
登
録
を
経
て
、
翌
月
か
ら
期
間
限
定
で
、
各
々
が
活
動
し

いきいきしよう。
元気よく行動しましょう。いきいきと活動し
ているあなたを見て、みんなが元気をもらえ
る、そんな図書館を共に作りましょう。

発表しよう。自慢しよう。
図書館でやってみたいことを発表しましょう。
明石の図書館はいいところだね、そう言って
もらえるような活動にしましょう。

みんなを守るルールを守りましょう。
個人情報は決してもらしません。図書館で知
り得たことについて、相手が家族でも友人で
も近所の人でも絶対に噂話にはしません。も
ちろん家族にも言いません。

もてなそう。笑顔になろう。
いつも笑顔でいましょう。困っている人がい
たらお手伝いできることがないか声をかけま
しょう。小さな気配りでだれもが快適にすご
せる図書館を共に作りましょう。

資料1　各グループ、メンバーのめあて（2017年6月4日説明会資料）

1.グループの主体性を尊重する。

2.グループの自立、ネットワーク化を促す

3.協議会（図書館）は支援に徹する

4.現場から学ぶ

資料2　ボランティア活動基本方針（2017年6月4日説明会資料）
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に
試
験
的
な
実
践
を
三
月
末
ま
で
継
続
、
た
だ
し
一
部
の
企
画
に
つ
い
て
は
、
図
書
館
と
メ

ン
バ
ー
の
合
意
の
上
で
、
一
般
利
用
者
に
向
け
て
展
開
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

三
月
三
十
一
日
に
第
三
回
W
S
を
開
催
、
試
験
期
間
を
経
て
メ
ン
バ
ー
が
希
望
す
る
各
企

画
に
つ
い
て
一
般
利
用
者
向
け
の
実
施
へ
と
切
り
替
え
る
た
め
の
調
整
会
議
を
開
く
。
そ
し

て
次
年
度
か
ら
図
書
館
の
定
期
行
事
と
し
て
ス
タ
ー
ト
を
切
る
各
企
画
の
日
程
調
整
や
、
前

回
の
W
S
で
課
題
と
し
て
い
た
事
項
の
再
検
討
と
合
意
形
成
を
行
っ
た
。
後
半
に
は
改
め
て

図
書
館
の
未
来
を
想
像
す
る
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
も
行
い
、
そ
こ
で
話
し
合
わ
れ
た
内
容
を
元

に
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
名
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
の
検
討
を
行
う
。
結
果
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
改
め
「
市

民
に
よ
る
夢
の
図
書
館
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」、D

ream

の
頭
文
字
を
と
っ
て
略
し
て
「
D
チ
ー

ム
」
と
い
う
名
称
を
全
員
の
賛
成
に
よ
り
決
定
。
こ
こ
に
市
民
図
書
館
の
第
一
世
代
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
制
度
の
方
向
性
が
定
ま
っ
た
。

二
〇
一
八
年
四
月
一
日
よ
り
D
チ
ー
ム
始
動
。
D
チ
ー
ム
イ
ベ
ン
ト
は
図
書
館
の
行
事
と

し
て
「
広
報
あ
か
し
」
や
図
書
館
が
毎
月
発
行
す
る
「
図
書
館
ニ
ュ
ー
ス
」
に
情
報
が
掲
載

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
後
、
ポ
ス
タ
ー
や
チ
ラ
シ
な
ど
も
館
内
に
掲
示
し
広
報
を
展

開
す
る
。

二
〇
一
八
年
七
月
第
四
回
W
S
を
開
催
。
第
一
回
以
降
、
噂
を
聞
い
て
途
中
か
ら
参
加
登

録
の
希
望
が
あ
り
、
W
S
の
度
に
数
名
ず
つ
メ
ン
バ
ー
が
増
加
し
て
い
た
。
図
書
館
と
Ｄ
チ

ー
ム
の
役
割
分
担
の
あ
り
方
や
、
お
互
い
に
効
率
よ
く
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
す
る
た
め
の
提
案

事
項
な
ど
の
話
し
合
い
が
進
め
ら
れ
た
。
ま
た
W
S
の
開
催
頻
度
や
内
容
に
つ
い
て
も
検
討
。

ま
た
定
着
し
た
定
例
イ
ベ
ン
ト
以
外
の
新
た
な
取
り
組
み
の
模
索
も
な
さ
れ
た
。

二
〇
一
九
年
三
月
第
五
回
W
S
を
開
催
、
実
践
報
告
と
次
の
活
動
へ
向
け
た
状
況
を
共
有
。

さ
ら
に
次
年
度
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
参
加
者
全
員
で
話
し
合
い
が
持
た
れ
た
。
こ

の
よ
う
な
経
緯
を
経
て
今
も
活
動
を
継
続
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
紆
余
曲
折
を
経
て
、
制
度
確
立
は
先
延
ば
し
に
し
た
ま
ま
、
短
期
的
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
形
式
で
D
チ
ー
ム
は
進
行
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
つ
ま
り
、
当
初
の
計
画
は
思
い
通

り
に
は
い
か
ず
、
新
制
度
確
立
に
向
け
ま
だ
模
索
段
階
に
あ
る
。
次
章
で
は
制
度
の
完
全
導

入
に
至
ら
な
か
っ
た
経
緯
と
、
D
チ
ー
ム
の
黎
明
期
か
ら
現
在
ま
で
を
参
加
者
の
反
応
や
意

見
か
ら
報
告
す
る
。

三
、
市
民
と
図
書
館
、
そ
れ
ぞ
れ
の
反
応
と
変
容

（
一
）
市
立
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
新
規
メ
ン
バ
ー
の
反
応　
　

活動グループ

①ボランティア保険に加入 
②活動費は自己負担
③グループを結成する
④企画書で活動内容を申請
⑤活動終了後報告書を提出
⑥年に一度の全体報告と、次年度計画の発表

図書館

①イベント保険に加入
②材料は事務局で購入・提供   
③館内スケジュール管理
④協議会での支援
⑤SNS、ホームページ等で配信
⑥年間の成果報告と次年度の目標設定

資料3　活動グループと図書館の役割（2017年6月4日説明会資料）



114

調査報告書［市民と図書館の協働に関する実践事例報告（ボランティア制度生成過程における諸課題と対話に注目して）］田中 梨枝子

京都造形芸術大学 紀要［GENESIS］第23号

表1　Dチーム年譜

項　目 日　時 参加
人数

登録
人数

活動
グループ数 内　容

旧館閉館 2016/10/26 ― ―

9新館移転 2017/1/27 ― ―

公募開始 2017/5/3～ ― ― 募集開始

ボランティア説明会 2017/6/4
11:00～、16:00～ 30 30 

19 

ボランティア活動の趣旨とワークショップ
の説明

第一回ワークショップ 2017/7/9（日）
13：30～16：00 33 

41 

活動内容の検討、活動グループの結成、ボ
ランティア登録

図書館イベント見学とおためし企画実践 2017/7/10（月）
～11/10（金） ―

図書館の定例行事に見学参加をしてイベン
トの実際を知る。またおためし企画と実践
をボランティア同士で行う。

第二回ワークショップ 2017/11/11（土）
13：30～16：00 15 おためし企画の中間報告と情報共有、図書

館の未来について話し合い

第三回ワークショップ 2018/2/17（土）
13：30～16：00 27 おためし企画の中間報告と情報共有、図書

館の未来について話し合い

第四回ワークショップ 2018/3/31（土）
13：30～16：00 30 前回のWSをふまえ、図書館内での活動の

ルール作り、4月以降の活動計画

新活動名称の決定 2018/3/31（土） 30 

23 

WSの最後に、ボランティア改め、「市民
による夢の図書館プロジェクト（略してD
チーム）」を活動名称とすることを決定

Dチーム定例イベント開始 2018/4～ ―

75 

4月1日よりイベントを定例化。8月よりD
チームが作成のチラシを掲示配布

第五回ワークショップ 2018/11/10（土）
13：30～16：00 33 半年間の活動の振り返りと検討事項につい

て話し合い

第六回ワークショップ 2019/3/9（土）
13：30～16：00 33 102 1年間の活動の振り返りと問題点の共有、

今後の活動の展望について意見交換
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る
こ
と
を
提
案
、
打
ち
合
わ
せ
や
実
施
の
計
画
に
つ
い
て
図
書
館
が
サ
ポ
ー
ト
す
る
体
制
で

ま
ず
は
試
運
転
が
始
ま
っ
た
。
こ
の
お
試
し
企
画
で
立
ち
上
が
っ
た
活
動
は
「
書
架
整
理
」

「
絵
本
の
読
み
き
か
せ
」「
紙
芝
居
」「
手
作
り
会
」「
指
ヨ
ガ
」
な
ど
で
あ
る
。

第
二
回
W
S
で
は
、「
お
試
し
企
画
」
の
報
告
会
を
行
っ
た
。
第
一
回
か
ら
二
回
ま
で
の

間
の
数
ヶ
月
、
メ
ン
バ
ー
は
自
主
的
に
図
書
館
の
定
例
行
事
や
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
、
図
書

館
内
で
の
活
動
に
イ
メ
ー
ジ
を
膨
ら
ま
せ
た
。
そ
し
て
自
主
練
習
や
司
書
の
レ
ク
チ
ャ
ー
を

受
け
「
お
試
し
企
画
」
を
実
施
、
そ
の
後
定
期
的
に
活
動
す
る
メ
ン
バ
ー
が
定
着
し
、
実
践

を
重
ね
た
こ
と
に
よ
り
自
信
を
身
に
つ
け
た
の
か
、
メ
ン
バ
ー
の
発
言
に
変
化
が
見
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
少
な
く
と
も
第
一
回
の
不
安
や
困
惑
は
感
じ
ら
れ
な
く
な
り
、
次
の
展
開

を
希
望
す
る
声
も
上
が
る
よ
う
に
な
る
。
す
な
わ
ち
一
般
利
用
者
向
け
に
も
実
践
し
て
み
た

い
と
い
う
希
望
で
あ
る
。
そ
し
て
、「
お
試
し
企
画
」
を
無
事
終
え
た
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て

は
、
利
用
者
向
け
に
実
施
可
能
と
す
る
ル
ー
ル
を
全
員
の
合
意
を
得
て
決
定
。
次
の
段
階
へ

と
進
む
。
こ
の
時
点
で
新
制
度
に
つ
い
て
細
か
な
ル
ー
ル
設
定
は
行
っ
て
い
な
い
。
そ
の
代

わ
り
に
「
棚
下
ろ
し
」
と
「
棚
上
げ
」
の
確
認
を
丁
寧
に
行
っ
た
。
試
運
転
期
間
に
メ
ン
バ

ー
が
感
じ
た
課
題
や
、
図
書
館
へ
の
要
望
を
「
棚
下
ろ
し
」
と
し
て
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
話

し
あ
い
、
全
員
合
意
の
上
で
ル
ー
ル
や
役
割
分
担
を
決
め
て
行
く
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
を
踏
ん

だ
。
ま
だ
き
め
に
く
い
こ
と
は
次
回
の
W
S
ま
で
「
棚
上
げ
」
と
し
た
。
そ
れ
は
い
つ
の
間

に
か
知
ら
な
い
と
こ
ろ
で
物
事
が
決
ま
る
、
と
い
う
よ
う
な
風
通
し
の
悪
い
組
織
運
営
を
避

け
る
こ
と
が
目
的
で
あ
っ
た
。
ま
ず
は
図
書
館
と
D
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
と
の
信
頼
関
係
を
構

築
す
る
こ
と
が
優
先
で
あ
っ
た
。

第
三
回
W
S
は
初
年
度
末
に
実
施
し
た
。
約
八
ヶ
月
の
間
に
イ
ベ
ン
ト
も
回
を
重
ね
、
新

し
い
メ
ン
バ
ー
の
加
入
、
近
隣
で
活
動
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
が
新
規
加
入
す
る
な

ど
、
登
録
人
数
は
増
加
し
続
け
た
。
そ
し
て
第
三
回
目
に
し
て
、
よ
う
や
く
当
初
の
新
制
度

の
目
的
に
つ
い
て
本
腰
を
入
れ
て
話
し
合
う
機
会
を
得
る
。
市
民
図
書
館
の
未
来
、
理
想
の

図
書
館
像
に
つ
い
て
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
語
り
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
よ
う
や
く
新
制
度
の

計
画
を
メ
ン
バ
ー
と
共
有
す
る
に
至
る
。
計
画
当
初
は
「
制
度
」
と
し
て
い
た
が
、
メ
ン
バ

ー
と
相
談
の
結
果
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
て
位
置
付
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
名
称
は
「
市

民
に
よ
る
夢
の
図
書
館
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
あ
る
。D

ream

の
頭
文
字
を
と
っ
て
愛
称
は
D

チ
ー
ム
と
し
た
。（
以
下
D
チ
ー
ム
）
初
年
度
の
活
動
を
通
し
て
、
課
題
に
な
っ
た
事
柄
を
次
の

三
点
に
ま
と
め
る
。

　

新
制
度
を
立
ち
上
げ
る
に
あ
た
り
、
特
に
配
慮
し
た
の
は
、
新
旧
メ
ン
バ
ー
が
同
じ
上
条

件
で
活
動
で
き
る
場
作
り
で
あ
る
。
活
動
歴
が
四
十
年
以
上
あ
る
「
明
石
市
立
図
書
館
お
は

な
し
の
会
」
ほ
か
、
市
立
図
書
館
あ
る
い
は
西
武
図
書
館
で
活
動
し
て
き
た
ベ
テ
ラ
ン
組
と
、

広
報
誌
の
募
集
記
事
に
よ
っ
て
集
ま
っ
た
新
規
組
の
間
に
意
識
差
・
経
験
差
が
あ
る
こ
と
は

明
確
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
あ
く
ま
で
全
員
で
同
じ
ス
タ
ー
ト
を
切
ら
な
く
て
は
こ
の
制
度
は

意
味
を
な
さ
な
い
。
第
一
回
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
新
旧
メ
ン
バ
ー
が
交
流
し
、
話
し
合
い
を

持
つ
べ
く
計
画
し
た
。
し
か
し
、
結
果
と
し
て
集
ま
っ
た
メ
ン
バ
ー
同
士
の
意
識
差
よ
り
も
、

図
書
館
が
提
示
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
趣
旨
に
対
す
る
衝
撃
と
図
書
館
へ
の
不
安
感
が

大
き
か
っ
た
た
め
、
実
際
の
と
こ
ろ
、
ス
タ
ー
ト
時
点
で
の
新
旧
格
差
軋
轢
は
生
ま
れ
な
か

っ
た
よ
う
で
あ
る
。

（
二
）
対
話
と
実
践
の
経
過
報
告

第
一
回
W
S
で
は
、
図
書
館
の
説
明
と
、
集
ま
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
希
望
者
の
意

識
差
が
表
面
化
す
る
結
果
と
な
っ
た
。
こ
の
と
き
、
図
書
館
側
の
提
案
し
た
「
市
民
の
自
主

的
な
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
」
と
い
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度
の
意
味
に
理
解
を
示
し
た
参
加

者
は
か
な
り
少
数
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ま
で
の
過
程
で
も
述
べ
た
通
り
、
図
書
館
側
の
希
望
は
、

「
市
民
の
自
主
的
な
活
動
を
、
市
民
自
身
が
企
画
し
実
践
す
る
」「
市
民
の
多
様
な
活
動
の
場

を
図
書
館
内
外
に
広
め
、
と
も
に
地
域
の
発
展
に
貢
献
す
る
」「
市
民
と
協
働
し
た
取
り
組

み
で
理
想
の
図
書
館
を
実
現
す
る
」
で
あ
る
。
一
方
で
募
集
を
見
て
集
ま
っ
た
市
民
の
多
く

は
「
図
書
館
の
手
伝
い
が
で
き
る
」「
綺
麗
な
図
書
館
で
本
に
囲
ま
れ
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
で

き
る
」「
何
が
で
き
る
か
わ
か
ら
な
い
が
図
書
館
の
役
に
立
て
る
こ
と
を
し
て
み
た
い
」
と

い
う
期
待
を
持
っ
て
集
ま
っ
た
。
一
方
で
以
前
か
ら
活
動
し
て
い
た
メ
ン
バ
ー
は
と
い
う
と
、

「
こ
れ
ま
で
の
活
動
が
続
け
ら
れ
る
の
か
心
配
」「
読
み
聞
か
せ
な
ど
自
分
た
ち
の
経
験
で
役

に
立
つ
こ
と
が
あ
れ
ば
協
力
も
可
能
」
と
い
う
も
の
で
、
三
者
の
思
い
は
す
れ
違
っ
て
い
た

で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
開
始
後
暫
く
は
初
対
面
の
者
同
士
が
居
合
せ
、
戸
惑
い
と
不
安
に

満
ち
た
雰
囲
気
の
中
で
W
S
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。

そ
の
後
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
の
機
転
も
あ
り
、
こ
れ
か
ら
活
動
し
て
み
た
い
こ
と
に
つ
い

て
比
較
的
意
見
が
似
通
っ
て
い
る
三
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
が

で
き
る
の
か
を
話
し
合
う
。「
新
し
い
取
り
組
み
が
し
た
い
」「
図
書
館
の
お
手
伝
い
が
し
た

い
」「
す
で
に
活
動
し
て
い
る
」
三
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。
な
ん
と
な
く
イ
メ
ー
ジ
が
膨
ら
ん
だ

と
こ
ろ
で
第
一
回
目
は
終
了
、
進
行
が
早
く
、
何
か
活
動
を
し
た
い
と
手
を
挙
げ
た
メ
ン
バ

ー
に
は
「
お
試
し
企
画
」
と
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
同
士
で
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
す
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題
も
多
い
。

ま
ず
は
D
チ
ー
ム
全
体
の
ル
ー
ル
の
整
理
と
組
織
運
営
方
針
の
確
定
で
あ
る
。
現
在
メ
ン

バ
ー
の
登
録
手
順
や
保
険
の
適
応
、
活
動
の
骨
子
な
ど
の
事
務
的
な
手
順
は
整
備
さ
れ
た
。
ま

た
、
検
討
、
や
是
正
す
べ
き
事
柄
は
W
S
で
話
し
あ
い
を
通
し
て
合
意
に
至
る
こ
と
を
原
則

と
す
る
ル
ー
ル
も
全
員
に
認
識
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
を
集
約
す
る
よ
う
な
協
定

内
容
に
つ
い
て
は
ま
と
め
き
れ
て
い
な
い
。

ま
た
当
初
図
書
館
は
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度
」
の
構
築
を
目
指
し
て
き
た
。
し
か
し
実
際

に
現
場
で
対
話
を
重
ね
た
結
果
、「
制
度
」
の
中
に
収
ま
り
き
ら
な
い
部
分
も
見
ら
れ
た
。
D

チ
ー
ム
は
、
柔
軟
な
発
想
と
行
動
、
対
話
に
よ
る
意
見
の
変
容
を
享
受
す
る
包
容
力
が
前
進

す
る
力
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
気
付
か
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
未
知
の
課
題
に
粘
り
強
く
向
き

合
い
、
そ
れ
を
楽
し
む
姿
勢
は
、
そ
れ
が
す
な
わ
ち
自
立
し
た
市
民
活
動
に
と
っ
て
重
要
な

要
素
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
未
だ
図
書
館
と
D
チ
ー
ム
と
の
協
働
が

組
織
的
に
ど
う
位
置
付
け
ら
れ
る
の
か
は
曖
昧
な
ま
ま
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
も
対
話
を
重
ね
、

最
後
に
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
全
体
像
を
可
視
化
す
る
必
要
が
あ
る
。

他
に
も
、
メ
ン
バ
ー
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
変
化
を
追
い
か
け
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

加
速
の
あ
と
に
は
、
必
ず
、
減
速
、
停
滞
の
と
き
が
や
っ
て
く
る
。
そ
れ
に
伴
っ
て
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
期
限
や
更
新
の
設
定
を
考
え
る
必
要
も
あ
る
だ
ろ
う
。
ま
た
現
在
、
メ
ン
バ
ー

数
は
百
名
を
超
え
る
。
こ
の
大
所
帯
を
効
率
的
か
つ
全
体
的
に
情
報
が
共
有
で
き
る
運
営
計

画
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
も
必
要
で
あ
る
。
図
書
館
と
市
民
パ
ー
ト
ナ
ー
の
在
り
方
に
つ
い

て
手
探
り
で
は
あ
る
が
、
さ
ら
な
る
発
展
と
制
度
構
築
の
あ
り
方
を
探
り
た
い
。

お
わ
り
に

戦
後
日
本
の
図
書
館
は
貸
出
中
心
の
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
き
た
。
そ
の
た
め
図
書
館
運
営

に
つ
い
て
、
貸
出
サ
ー
ビ
ス
の
合
理
化
と
効
率
化
を
中
心
に
論
じ
ら
れ
て
く
る
こ
と
が
多
く
、

市
民
の
学
び
や
自
己
実
現
活
動
に
注
目
し
た
議
論
は
あ
ま
り
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
し
た

が
っ
て
公
共
図
書
館
の
運
営
は
あ
く
ま
で
市
民
向
け
サ
ー
ビ
ス
で
あ
り
、
地
域
の
中
で
人
と

人
が
出
会
い
、
学
び
あ
う
場
と
い
う
教
育
機
関
と
し
て
の
機
能
に
つ
い
て
議
論
が
深
ま
っ
て

い
な
い
。
し
か
も
戦
後
、
社
会
教
育
の
主
た
る
機
能
は
公
民
館
が
担
っ
て
き
た
経
緯
か
ら
、

図
書
館
は
こ
の
課
題
に
取
り
組
む
こ
と
は
必
須
で
は
な
か
っ
た
と
も
い
え
る
。
し
か
し
、
近

年
は
図
書
館
や
博
物
館
に
も
生
涯
学
習
機
会
の
活
用
に
む
け
た
期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
。
と

は
い
え
博
物
館
は
資
料
の
保
存
と
い
う
使
命
、
ま
た
入
館
料
の
徴
収
や
専
門
領
域
の
限
定
の

①　

新
旧
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
メ
ン
バ
ー
の
意
識
差
で
は
な
く
、
図
書
館
と
市
民
と
の
意
識

差
を
埋
め
な
く
て
は
な
ら
な
い

②　

ノ
ウ
ハ
ウ
の
な
い
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、
試
運
転
の
た
め
の
環
境
整
備
と
司
書

と
メ
ン
バ
ー
の
信
関
係
の
構
築
も
大
切
で
あ
る

③　

合
意
す
る
ま
で
に
話
し
合
う
べ
き
項
目
が
多
く
、
個
々
の
考
え
を
共
有
し
、
意
思

疎
通
す
る
時
間
を
か
け
る
必
要
あ
り

第
四
回
W
S
で
は
、
第
三
回
で
半
年
間
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
決
め
、
実
践
し
た
活
動
の
報

告
を
行
っ
た
。
メ
ン
バ
ー
か
ら
「
も
っ
と
広
報
し
た
い
」
と
い
う
要
望
を
受
け
、
広
報
誌
や
図

書
館
が
毎
月
発
行
す
る
図
書
館
ニ
ュ
ー
ス
『
プ
レ
ス
プ
ラ
ス
α
』
へ
の
情
報
掲
載
と
告
知
を

開
始
。
館
内
ポ
ス
タ
ー
も
D
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
が
図
書
館
の
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
に
合
わ
せ
て
作

成
し
、
D
チ
ー
ム
主
催
の
イ
ベ
ン
ト
が
館
内
行
事
と
し
て
す
っ
か
り
定
着
し
た
な
っ
た
。
し

た
が
っ
て
W
S
で
は
、
こ
う
し
た
広
報
や
広
報
ツ
ー
ル
の
作
成
に
つ
い
て
の
ル
ー
ル
確
認
な

ど
新
た
な
検
討
事
項
に
つ
い
て
協
議
し
た
。
又
初
め
た
当
初
か
ら
D
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
は

ゆ
る
や
か
な
加
入
・
脱
退
が
続
い
て
い
た
。
新
た
な
メ
ン
バ
ー
が
入
る
こ
と
で
ま
た
、
W
S

で
の
雰
囲
気
や
メ
ン
バ
ー
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
も
少
し
ず
つ
変
化
が
見
ら
れ
た
、
昨
年
よ

り
も
自
分
た
ち
の
取
り
組
み
に
手
応
え
を
感
じ
て
い
る
メ
ン
バ
ー
の
声
が
聞
か
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。

さ
ら
に
第
五
回
の
W
S
で
は
、
実
践
報
告
に
加
え
て
、
改
め
て
夢
の
図
書
館
に
つ
い
て
、
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
実
施
。
既
に
二
年
の
活
動
で
安
定
的
に
活
動
す
る
チ
ー
ム
、
新
規
企
画
を

志
す
チ
ー
ム
、
活
動
の
難
し
さ
を
感
じ
活
動
頻
度
を
縮
小
す
る
チ
ー
ム
、
発
展
的
解
消
を
す

る
チ
ー
ム
な
ど
細
か
な
状
況
は
様
々
で
あ
る
。
し
か
し
、
理
想
の
図
書
館
像
に
つ
い
て
、
意

見
が
く
い
違
う
こ
と
は
な
く
な
っ
た
。
個
々
の
悩
み
や
停
滞
は
全
く
な
い
わ
け
で
は
な
い

が
、
全
体
的
に
は
前
を
向
い
て
い
る
状
況
で
あ
る
、
個
々
に
立
ち
止
ま
っ
た
こ
と
に
つ
い
て

は
、
W
S
で
検
討
を
重
ね
る
と
い
う
ル
ー
ル
に
よ
り
現
状
の
運
用
に
一
応
の
納
得
が
得
ら
れ

て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。

（
三
）
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト 

以
上
の
よ
う
な
道
程
を
経
て
、
W
S
を
各
々
の
活
動
報
告
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
目
標
共
有
、

運
営
の
軌
道
修
正
の
場
と
し
て
D
チ
ー
ム
全
体
の
運
用
が
定
着
し
て
き
た
。
こ
れ
は
W
S
を

実
施
前
後
に
毎
回
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
と
図
書
館
担
当
者
で
情
報
共
有
し
、
日
常
的
に
細
や

か
に
メ
ン
バ
ー
の
悩
み
を
聞
き
し
続
け
た
成
果
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
と
は
い
え
今
後
の
課
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を
行
っ
た
。

（2）　

現
在
、
明
石
市
立
図
書
館
の
名
称
は
、「
あ
か
し
市
民
図
書
館
」「
明
石
市
立
西
部
図
書

館
」「
移
動
図
書
館
」
の
総
称
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。

（3）　

新
藤
透
「
第
四
章 

近
代
の
図
書
館
」、『
図
書
館
の
日
本
史
』、
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
九

年

（4）　
『
明
石
市
立
図
書
館
十
年
の
あ
ゆ
み
』、
明
石
市
立
図
書
館
、
一
九
八
四
年

 

『
明
石
市
立
図
書
館
二
十
年
の
あ
ゆ
み
』、
明
石
市
立
図
書
館
、
一
九
九
四
年

 

『
明
石
市
立
図
書
館
三
十
年
の
あ
ゆ
み
』、
明
石
市
立
図
書
館
、
二
〇
〇
四
年

（5）　
「
金
子 

郁
容
『
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
―
も
う
ひ
と
つ
の
情
報
社
会
』、
岩
波
新
書
、
一
九
九
二

年
、
三
頁

（6）　

明
石
市
は
二
〇
一
五
年
に
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
を
発
表
、「
ま

ち
の
賑
わ
い
を
高
め
る
」
と
い
う
基
本
目
標
へ
の
取
り
組
み
と
し
て
、「
本
の
ま
ち
明

石
」
の
推
進
を
掲
げ
た
。
二
〇
一
七
年
一
月
に
オ
ー
プ
ン
す
る
明
石
駅
前
再
開
発
ビ
ル

を
「
本
の
ビ
ル
」
を
核
施
設
に
位
置
付
け
、「
市
民
図
書
館
」「
こ
ど
も
図
書
室
」「
大

型
書
店
」
を
集
積
さ
せ
た
。
学
校
や
地
域
の
「
ま
ち
な
か
図
書
館
」
と
連
携
し
、
本
が

あ
ふ
れ
る
ま
ち
を
目
指
す
も
の
。
新
図
書
館
と
移
動
図
書
館
、
市
内
に
点
在
す
る
既
存

の
本
が
あ
る
場
所
四
一
か
所
に
加
え
、
本
を
置
く
市
内
の
店
舗
や
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
銀
行

な
ど
を
「
ま
ち
な
か
図
書
館
」
と
位
置
付
け
市
民
が
気
軽
に
本
に
触
れ
ら
れ
る
こ
と
を

目
指
す
。
こ
れ
ら
の
活
動
の
展
開
を
通
じ
て
、 

本
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
市
民
の
教
養
や
学

力
の
向
上
、
文
化
振
興
に
関
す
る
施
策
を
集
中
的
に
行
う
こ
と
も
目
標
に
掲
げ
て
い
る
。

ま
た
「
地
方
創
生
に
関
す
る
市
の
総
合
戦
略
」
に
も
、
本
の
ま
ち
づ
く
り
を
位
置
付
け
、

二
〇
一
九
年
ま
で
に
目
指
す
「
ト
リ
プ
ル
ス
リ
ー
」
を
定
め
た
。
人
口
を
三
〇
万
人
、

赤
ち
ゃ
ん
の
出
生
数
を
年
間
三
〇
〇
〇
人
、
本
の
貸
し
出
し
冊
数
を
年
間
三
〇
〇
万
冊
、

以
上
の
三
つ
を
掲
げ
た
。

（7）　

郭
惠
芳
「
マ
ル
カ
ム
・S

・
ノ
ー
ル
ズ
の
成
人
学
習
論
の
生
成
過
程
に
つ
い
て
の
一
考

察
」、
お
茶
の
水
大
学
社
会
教
育
研
究
会
、『
人
間
の
発
達
と
社
会
教
育
学
の
課
題
』、
学

文
社
、
一
九
九
九
年
、
六
二
頁

（8）　

伊
藤
香
織
「
私
た
ち
の
生
き
る
都
市
と
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
」、
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
研

究
会
『
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
２
国
内
編
』、
宣
伝
会
議
、
二
〇
〇
五
年
、
一
七
六
頁
。

（9）　
「
武
蔵
野
プ
レ
イ
ス
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」http://www.m

usashino.or.jp/place.htm
l

（10）　
「
伊
丹
市
立
図
書
館
こ
と
ば
蔵
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」 

 
 

 

理
由
か
ら
利
用
者
層
に
偏
り
が
見
ら
れ
る
。
つ
ま
り
博
物
館
と
図
書
館
の
比
較
に
お
い
て
は

「
い
つ
で
も
、
だ
れ
で
も
」
利
用
可
能
な
図
書
館
は
圧
倒
的
に
市
民
に
開
か
れ
た
施
設
で
あ
る

と
い
え
る
。
こ
の
よ
う
な
理
由
か
ら
、
図
書
館
は
地
域
に
お
け
る
ま
ち
づ
く
り
の
拠
点
と
し

て
活
用
さ
れ
る
こ
と
も
期
待
さ
れ
、
現
在
日
本
国
内
で
様
々
な
実
証
実
験
が
行
わ
れ
て
い
る
。

そ
れ
に
加
え
て
、
今
後
国
民
の
高
齢
化
、
人
口
減
少
に
よ
る
地
方
自
治
体
の
運
営
縮
小
は
避

け
ら
れ
な
い
事
実
で
あ
る
。
ま
ち
が
コ
ン
パ
ク
ト
化
す
る
な
ら
ば
、
社
会
教
育
施
設
は
他
の

施
設
と
の
複
合
化
も
進
む
こ
と
も
予
測
さ
れ
る
。
明
石
市
の
よ
う
に
図
書
館
の
複
合
施
設
化

は
今
や
珍
し
い
も
の
で
は
な
く
な
っ
た
。
そ
し
て
、
人
口
が
下
降
す
る
中
、
次
世
代
の
地
方

自
治
を
担
う
市
民
育
成
も
急
務
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
自
己
で
課
題
を
発
見
し
、
課

題
解
決
に
向
け
て
行
動
を
起
こ
す
こ
と
を
支
援
す
る
、
社
会
教
育
施
設
の
存
在
意
は
今
後
さ

ら
に
重
要
視
さ
れ
る
と
推
察
さ
れ
る
。

本
稿
は
ま
だ
未
来
の
定
ま
ら
ぬ
、
市
民
と
図
書
館
の
協
働
を
模
索
す
る
活
動
の
報
告
と
な

っ
た
。
し
か
し
、
明
石
市
の
図
書
館
に
お
け
る
取
り
組
み
は
、
地
域
社
会
に
お
け
る
社
会
教

育
の
在
り
方
に
つ
い
て
の
一
事
例
で
あ
り
、
市
民
と
地
域
課
題
を
検
討
す
る
た
め
の
場
づ
く

り
と
関
係
づ
く
り
、
さ
ら
に
社
会
教
育
施
設
に
お
け
る
生
涯
学
習
の
可
能
性
に
つ
い
て
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
の
視
点
か
ら
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
実
践
が
図
書
館
、
ひ
い
て
は
社
会
教

育
の
施
設
に
お
け
る
、
市
民
と
協
働
し
た
学
び
の
場
づ
く
り
を
実
践
す
る
こ
と
で
、
そ
の
地

域
の
教
育
機
会
に
ど
の
よ
う
な
変
化
を
生
む
の
か
、
調
査
を
続
け
た
い
。

D
チ
ー
ム
以
外
に
も
、
市
民
図
書
館
に
お
い
て
市
民
と
協
働
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
図
書

館
内
で
複
数
始
動
し
て
お
り
、
少
し
ず
つ
で
は
あ
る
が
、
着
実
に
歩
み
を
進
め
て
い
る
活
動

も
見
受
け
ら
れ
る
。
図
書
館
の
各
種
事
業
と
D
チ
ー
ム
の
関
連
性
を
含
め
た
ま
ち
と
図
書
館

が
連
動
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
て
報
告
し
た
い
。

本
調
査
の
た
め
に
多
大
な
る
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
、
明
石
市
立
図
書
館
関
係
者
各

位
、
D
チ
ー
ム
の
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
の
先
も
皆
さ
ん
の
活
動
が
よ
り

充
実
し
た
も
の
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
、
共
に
考
え
、
歩
み
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

註（1）　

明
石
市
立
図
書
館
は
二
〇
一
九
年
現
在
、
株
式
会
社
図
書
館
流
通
セ
ン
タ
ー
が
指
定
管

理
者
と
し
て
運
営
、
著
者
は
同
社
に
所
属
す
る
中
で
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
企
画
・
実
践
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ヤ
ン
・
ゲ
ー
ル
『
人
間
の
街 

公
共
空
間
の
デ
ザ
イ
ン
』、
二
〇
一
四
年
、
鹿
島
出
版
会

明
石
市
広
報
課
「
あ
か
し
市
民
図
書
館 

堂
々
オ
ー
プ
ン
！
お
気
に
入
り
の
一
冊
が
き
っ
と
見

つ
か
る
」『
広
報
あ
か
し
』、 

明
石
市
広
報
課
、
二
〇
一
七
年

http://www.city.itam
i.lg.jp/SO

SIK
I/ED

SH
O

G
A

I/ED
LIB/

（11）　

礒
井 

純
充 

、
中
川 

和
彦 

、
服
部 

滋
樹 

、 

ト
ッ
ド
・
ボ
ル
『
マ
イ
ク
ロ
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ

ー 

人
と
ま
ち
を
つ
な
ぐ
小
さ
な
図
書
館
』、 

ま
ち
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー 

マ
イ
ク
ロ
・
ラ
イ
ブ

ラ
リ
ー
サ
ミ
ッ
ト
実
行
委
員
会2014

、
学
芸
出
版
社
、
二
〇
一
五
年

（12）　
「
琵
琶
湖
博
物
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

は
し
か
け
制
度
」 

 
 

 
https://www.biwahaku.jp/about/hashi_fr/hashikake/

（13）　

中
野 
民
夫
『
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
―
新
し
い
学
び
と
創
造
の
場
』、
二
〇
〇
一
年
、
岩
波

新
書

（14）　

N
PO

法
人
場
と
コ
ト
Ｌ
Ａ
Ｂ
、
中
脇
健
児
氏
に
依
頼
、
第
一
回
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
か
ら

毎
回
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
ト
を
担
当
し
て
い
る
。

（15）　
「
本
の
ま
ち 

明
石　

図
書
館
な
び 

」、
明
石
市
広
報
課
『
広
報
あ
か
し
』
一
二
三
六
号
、

二
〇
一
七
年
五
月
一
日

 
https://www.city.akashi.lg.jp/shise/koho/kohoakashi/h29/
docum

ents/20170501_12s.pdf
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、
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史
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会
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石
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か
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市
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、
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、
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流
通
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、
二
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一
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原
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熟
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